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業務アプリケーションを作成してい

ると、ちょっとした情報を保存しておい

て利用するような仕組みが必要になる

ときがある。ネットワークで接続された

RDBMSに設定情報を格納して、どの

PCでログオンしても自分用の設定情報

が使えるというのもよいが、たとえば、

情報を格納したRDBMSを次回から初

期表示する

といった利用は不可能だ。そのためRD

BMSに接続する前に必要になる設定情

報は、PCに設定情報を保存しておくの

がよい。もちろん、この他のケースで

も、RDBMSに格納するまでもない情

報というのも存在するだろう。

本稿では、業務アプリケーションを

作成する上で、使う頻度が高いと思わ

れる「設定情報の保存と取得」につい

て、Visual Basic .NETのサンプルで解

説すると共に、そこで得られるノウハ

ウを紹介してゆきたい。

レジストリに設定情報を保存する利

点は、「Windowsにログオンしているユ

ーザーごとの設定をプログラム側で意

識せずに行なえる」という点だ。

なぜ、そのようなことが可能かとい

えば、レジストリには、ユーザーごと

の領域があるからだ（図1）。このよう

にレジストリ［HKEY_USERS］の配下

は、ユーザーごとに別々の領域が割り

当てられている。

ユーザーごとのレジストリの
指定方法

レジストリ［HKEY_USERS］配下

は、［S-1-5-18］のようにユーザーを識別

するための識別子ごとにレジストリが

分かれている。どのユーザーがどの識

別子であるかは一目ではわからない。

それでは、どのように現在Windows

にログオンしているユーザー用のレジ

ストリを指定したらよいのだろうか。

その答えは、レジストリ［HKEY_

CURRENT_USER］が握っている。現
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在Windowsにログオン中のユーザーの

レジストリを扱うときには、［HKEY_

CURRENT_USER］を指定すれば、自

動的に、［HKEY_USERS］配下の該当

ユーザー用レジストリを指定したこと

になるのである。

レジストリの取り扱い

Visual Basic .NETでレジストリに情

報を保存したり取得したりする方法を

調べてみると、保存にはSaveSettingス

テートメント、取得にはGetSetting関

数が用意されていることがわかる。

さらに、この2つの機能を調べてみる

と、利用できるレジストリは、［HKEY_

CURRENT_USER］ -［Software］ -

［VB and VBA Program Settings］配下

の領域に限られている。

そして、その領域のレジストリに対

しては、SaveSettingステートメントで

保存し、GetSetting関数で取得できる

ので、Windowsにログオンしているユ

ーザーごとの設定情報の保存と取得は

すべて同じコードで実現できる。

ここまでで、やりたいこと（設定情

報を保存／取得したい）が明確になり、

実現する方法（レジストリを使う）も

決定した。そこで早速、ユーザーごと

に設定情報を保存／取得するサンプル

を作成してみよう。

まず、設定情報の流れを見てみると、

図2のようになる。ここでは、SaveSette

ingステートメントとGetSetting関数の

引数の対応を頭に入れておくと、実際

にコード（リスト1）を記述するときに

間違いが少ない。

SaveSettingステートメント
（リスト1-①）

SaveSettingステートメントの引数

は、

・AppName：アプリケーション名

・Section：セクション名

・Key：キー設定名

・Setting：設定値

という構成になっている。

ヘルプによると第1パラメータの

「AppName」は、「アプリケーション名

またはプロジェクト名を含む文字列」

と説明があるが、アプリケーション名

やプロジェクト名を含んでいない文字

列を指定してもエラーにはならない。

レジストリの競合を避けるためには、

次のようにするのがよいと思われる。
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図1：レジストリ［HKEY_USERS］

図2：レジストリに設定する

SaveSetting("RegRW", "Logon", "Service", "dotNET.world")

GetSetting("RegRW", "Logon", "Service", "")

レジストリで設定情報を
保存／取得～サンプルRegRW




